
第１回ＳＤＴｓデーの実施報告

日時：令和５年２月２３日（木・祝）
１０時００分～１６時１０分

参加者：５８名
※市民…３０名
市内事業者…１４名
市商工会事務局…３名
市職員…１１名

資料６
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【イベント趣旨】
滝沢市産業振興条例で市民の役割として２点を規定。
➀産業の振興における事業者の役割の重要性を理解し、市内経済を循環させる
ため、事業者の提供する 商品、サービス等の積極的な利用に努める

②事業者とともに暮らしやすい社会の実現のため、地域づくりに努める

→ 市民の方々がこの役割を果たすためには、市内事業者を知り、その重要性を
理解する機会が必要。その機会を創出することを目的として実施。

【ＳＤＴｓとは】
Sustainable Development Takizawa sowingの略
「持続可能な産業振興を滝沢市がしていくための種まき」という意味の造語



第１回ＳＤＴｓデーの実施報告

【内容】
市民２名、市内事業者１名、市職員もしくは市商工会事務局職員１名を基本と
した４名グループでワークショップを実施。

（１）午前中
・グループ内での自己紹介（アイスブレイク）
・ＳＤＧｓカードゲーム（グループ内交流、他グループとの交流、地域を構成する
様々な立場の理解、それぞれの立場の協力連携により地域が作られることに
関する理解）
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【内容】
（２）昼食

・市内事業者であるフードアトリエの弁当を参加者に配布
・市内事業者理解促進を目的とし、地域内循環（地産地消）の意識醸成のために
可能な限り滝沢産食材を使用してもらった。
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【内容】
（３）午後
・市の産業振興に係る課題についてＳＤＧｓを絡めながらグループで検討
・市内に店舗のあるマイヤの取組事例紹介（認知症サポート／スローショッピング）
・商工業・観光物産・農林業の３分野の課題解決アイディアをグループで検討、発表
→ 宿泊施設や温泉の整備、鞍掛山（周辺）の活用、地域の特性を活かしたイベント、滝沢スイカの

ブランド化、農林業テーマパーク整備、市民全員に農業を義務付け、地元企業でのインターン
シップ、市内企業パンフレット作成（若者への配布）、大企業誘致、工業団地の整備、移住する
若者の住居や制度の整備、起業家育成、若者による事業化アイディア募集と実現、「１０年後・
２０年後にあったら良いなプロジェクト」の設置 など
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【参加者アンケート結果】
・回答数…４６件（参加者は５８名であったことから、回答率は約７９％）

（１）参加者の年齢 （２）参加者の立場

年齢 回答数 割合

20～30歳 3 6.5%

31～40歳 3 6.5%

41～50歳 13 28.3%

51～60歳 5 10.9%

61～70歳 12 26.1%

71～80歳 10 21.7%

分類 回答数 割合

市民（自治会） 26 56.6％

市内事業者 12 26.0％

その他
（市職員、商工会） 8 17.4％
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【参加者アンケート結果】
（３）イベント前から滝沢市産業振興条例を知っていたか

（４）イベントに参加して学んだこと、感じたこと（自由記述）
・色々な事業者との交流ができたし参考になる意見が多かった。
・問題点を洗い出して、どう解決して、次につなげるのかをなんとなくわかったような気がする。
・グループワークでいろいろな立場の方と話ができて良かった。
・自分の市についてじっくりと考える時間になった。とても勉強になった。
・コントロールされたカリキュラムで面白くなかった。目的と成果が明確でなかった。
・滝沢の未来の事を考えたことがなかったのでこういう場があって良かった。

・考えていること、感じていることは皆同じかなと思った。あとは、どう実行するかでは。 など

分類 回答数 割合
知っていた 24 52.2％
知らなかった 22 47.8％
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【参加者アンケート結果】
（５）滝沢市の産業振興に関して今後何かやっていこうと思ったこと（自由記述）

・学校などでもこのような事を、子供たちと親、地域と一緒になってやってみたい。
・産業振興条例がどのようなものであるかのアピールが不足している
・地域コミュニティを高めることに努めたい。
・なるべく滝沢の物を買うようにしていたし、今後もそのようにする。 など

【担当者所感】
・市民２名、市内事業者１名、市職員または市商工会職員１名の４名を基本のグループにしたことで、
それぞれの立場から意見交換がなされ、交流の機会になったと思われる。市内事業者とつながった
ことで自治会内のイベントで利用したいと話をしていた市民もいた。
・事例紹介や市内事業者が製造した昼食を通し、市内事業者に対する理解も深まったのではないかと
思われる。
・高齢の方には午前、午後ともに難しい内容であった様子。開始30分で帰った市民、午前中で帰った
市民もいた。
・対象（これからの地域を生きる学生など）を変えて実施してみても面白いのではないかと思われる。


